
消防職員の体力に関する基礎的研究

はじめに

災害の防ぎょ・救助等各種防災業務に従事する消防

職員には必然的に強力な体力が要求されている。しか

も近年生活環境の悪化に伴う災害事象の複雑化・大

規模化に伴い，消防職員に要求される体力は一層強カ

なものになっている。

このような事象に対処するため，当庁としては職員

の体力管理制度を整備し職員が職務遂行上必要な体

力基準を明示して，職務の一環として体力を錬成せし

める等対策を講じているところであるが，このたび91

名の消防職員を対象として基礎的な体力測定を行い，

職員の体力について現状分析を行ったので発表する。

1.研究内容

19才から54才までの健康な消防職員91名を対象に各

種体力測定を行い，そのうち90名について運動負荷試

験を行った。年令構成は10代 2名.20代56名.30代16

名.40代10名.50代7名であり.20代の者が半数以上

である。

体力視IJ定の項目は，血圧・体重・身長・胸囲・皮脂

厚のほか霊力・背筋力・肩腕力・垂直とび・サイドス

テップ・俸反応・上体そらし・休前屈を行った。これ

らの測定法と測定値の表示法は中西日の記載にしたが

った。運動負荷にはステップテストを利用した。ステ

ップテスト中の心拍数は遠隔測定装置により連続的に

記録した。本ステップテストは，臨床医学で使用され

ている 2階段試験とは異なり，いわゆる 1階段試験で

Harvavdテストを日本人用に改変した文部省ステッ
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プテストである。踏台の高さは成人男子用の40cmのも

のを使用し 2秒間に 1回のテンポで3分間の負荷を

行った。

心電図を遠隔測定するためには，テレメータを利用

した，誘導は双極誘導法を使用し，導子は胸骨左縁第

2肋聞と左中鎖骨線上第4肋間とに装着した。この方

法によると激しい運動中でも比較的安定した記録がえ

られる。

ステップテストの判定には，半IJ定指数を利用した。

指数は次の式によって求め，中西の早見表ーを利用し

。
た

判定指数=_ _ 189 .~ ， X 100 
2(A+B十C)

但し

A:運動後 1分から 1分30秒までの心拍数

B: 2分から 2分30秒

C: 3分から 3分30秒

この指数が小さいほど負荷に対する心臓の適応力が

良好であることを示すといわれている。

2. 成績

(1)体カ測定の評価

運動負荷以外の体力測定は.おもに筋力を測定した

ものである。これらの測定値を10代. 20代. 30代.40 

代. 50代の各年代別に平均値を求め表 1に，職種別に

求めた平均値を表2に示した。

各年代別の平均値の評価は，中西の 5段階評価法に

よった。これは日本人の体力の各測定値を 1から 5の

5段階に分類したものであり，数値が多いほどすぐれ

ていることを示すものである。友 lの各数値の下に

( )で示したのは，中西の評価法により本研究の対

象とした消防職員の体力評価をしたものである。
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表 1 年代別体力平均値

『ミご~¥~ー人ーー 年 代一一一別一一 10 代 20 代

円子|
40 代 50 代

数
2 56 10 7 

項 日 一一一一一一一

高 125.7 

(mmHg) 最
低 80.4 

体 重 ω| 61. 2 62.2; 

身 長(佃) 1 162.4 

胸 88.2 

皮 脂 厚〈凹) I 17.51 16.0 

鍾 カ(右+左)/2ω|  (2)| 
46(.37)1 l 

41. 8 
(3) (3) (3) 

背 筋 (2)| (3)| 
122.9 

(3) (3) (3) 

垂 直 と (3)l 
29.0 

(2) (2) (2) (2) 

サイドステップ(回) I 39.(30)| ! (2)| (2)| 
27.7 

(2) (2) 

棒 反 応〈佃) 1 21. 2 

上 体 そ ら し(佃) I (4~1 (3)1 
44.6 

(3): (3) (4) 

体 前 屈 (ω) 1 討 a
10.4 

(2) (3) 

ステ、y プテスト (判定指数) 1 59.0 61. 2 
:t5. :t7.7 

〉は 5段階評価法による評価
表 2 職種別体力平均値

、ミケー 職種~Ij 警 防 員 機 関 民 特救隊員 救 急 員
人 寸 数一 一 一

52 人 16 人 13 人 10 人
項 目 -ー一ー『一-一一ーー--

最 高 12301 120.9 
血 庄
(凹Hg)

最 低 7021 74.9 

皮

重(匂) 1 

長(佃) I 
囲〈ω) 1 

厚 (mm) 1 

ヵ ω|

カ〈同) 1 

垂直とび (佃) 1 

サイドステッ プ ( 回 ) 1 

応(佃) 1 

上体そらし(佃) 1 

体 前 屈 ω|

ステップテスト (指数) 1 59.31 561 - --- 76.51 57.2 

(ii)一手イドステップ，垂直飛び及びλ テ γ プテス トについての脅防員の測定人数百訂A--:-一王た体前屈について
の特救隊員の測定人数は12人である。
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脂

166.01 

161 
必 51

168.0 

体

身

胸

14.6 

控室 カ〈右+左)/2 (kg) 

背筋

肩 腕

42.3 

126.5 

36.6 

40. 7 

30.5 

19.2 

43.5 

12.9 
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数は r=-0.34 (P<O. 01)であり，予想のように両

者の間には有意の負の相関が認められた。

皮脂厚は被検者のE慢の右側 2~3cmのところの皮膚

をつまみあげその基部の厚さを皮脂厚計で測ったもの

であり，肥満度を表現する指数の一つである。従って

皮脂厚とステップテスト判定指数の聞に逆相関係があ

ることは，肥満者では運動負荷に対する適応力が低下

していることを示している。

試みに20才代 00才代の 2名を含む)58名.30才代

16名についてそれぞれ別個に皮脂厚とステップテλ ト

判定指数との聞の相関係数を計算してみると.20才代

58名では r=-0.41. 30才代では r=-0.41となり，

全対象20名について求めた相関係数より，より高い逆

相関がえられた。図 3は20才代58名.30才代15名計73

名について皮脂厚とステップテスト判定指数との関係

を表示したものであり.この73名についての相関係数

は r=-0.407であり， 明らかに有芯;の逆相関がみら

れたくP<O.01)。

3. 考察

(1) 91名の体力測定値は，日本人の平均的体力であ

った。消防隊の任務の性格から考えると.平均的体力

以上の職員の多いことが望ましいのは当然であり，日

常の訓練によって体力の向上を図ることが必要である

と考える。

(2) 各職種別に運動負荷試験の成績を比較すると，

特救隊員は他の職種の隊員と比較して明らかに体力が

すぐれていた。これは，特救隊員には当初から体力の

すぐれた者が多いことのほかに，日常の訓練により体

力の向上が図られているためと考える。

(109 ) 

(3) 肥満者は，負荷試験の成績が悪かった。

(本稿は.昭和50年度朝日生命成人病研究所副所

長・藤井潤医博に解析委託した「消防隊員の各種動

作時の生理変化についてJの報告書の内容の一部で

ある〉。
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